
「
昔
の
地
名
を
伝
え
る
千
里
山
の
電
柱
」

後
記

千
里
山
・
佐
井
寺
小
字
一
覧
(
主
な
所
)
堀
田
暁
生
氏
作
成

一
.
「
河
岡
山
」
、
「
西
原
」
な
ど
の
古
い
地
名
は
佐
井
寺
の

「
小
字
」
だ
っ
た

小
字
名

「
千
里
山
今
昔
展
」
の
目
玉
と
し
て

5
月
お
日
(
土
)
午
後
講

演
会
が
あ
り
、
大
阪
市
史
編
纂
所
長
の
堀
田
暁
生
氏
が
「
千
里

山
の
歴
史
」
と
題
し
て
大
変
興
味
深
い
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
千
里
山
の
電
柱
に
は
プ
レ
ー
ト
が
付
け
ら
れ
「
河
田

山
」
、
「
河
原
谷
」
な
ど
馴
染
み
の
な
い
地
名
が
漢
字
や
カ
タ
カ

ナ
で
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
千
里
山
開
発
以
前
の
吹
田
・

佐
井
寺
の
「
小
字
」
で
あ
る
と
聞
い
て
大
変
驚
き
ま
し
た
。

加
浅
野
倉
平
さ
ん
の
ご
寄
稿
と
全
く
同
様
の
疑
問
を
抱
か
れ

て
ル

l
ツ
を
解
明
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

河
田
山

河
原
谷

十
八
谷
西
原

五
里
山

小
坪
(
松
ケ
下
)

才
回
尾
谷
尻
谷

翌
日
浅
野
さ
ん
に
お
話
し
た
と
こ
ろ
、
昔
の
地
名
が
「
小
字
」

だ
っ
た
こ
と
は
初
耳
と
の
こ
と
で
、
対
応
を
相
談
の
結
果
記
事

の
後
に
後
記
と
し
て
説
明
を
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
堀
田
氏
に

は
事
情
を
ご
説
明
し
講
演
資
料
を
頂
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
ご
快
諾
頂
き
ま
し
た
。

河
田
西
児
十
八
谷
東
原

墓
之
谷

高
塚
佐
井
ケ
原

水
無
入
学

入

!t 

含
ま
れ
る
所
(
現
在
)

千
里
山
西
5
、
千
里
山
霧
が

E

千
里
山
西
1
、
千
里
山
西
4

千
里
山
西
1
、

千
里
山
西
3
，
千
里
山
西
2
、

千
里
山
西
6
、

千
里
山
西
6
、
佐
井
寺

千
里
山
月
ケ
丘
、
佐
井
寺
4

千
里
山
月
ケ
丘
、
千
里
山
虹
が
丘
、

千
里
山
高
塚

千
里
山
星
が
丘
、
千
里
山
松
が
丘

千
里
山
東
2
、
千
里
山
東
1

千
里
山
東
1
、

佐
井
寺
4
、
佐
井
寺
3
、
佐
井
寺
2
、

千
里
山
高
塚

千
里
山
高
塚

佐
井
寺
2

千
里
山
東
3

佐
井
寺
3
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堀
田
暁
生
氏
が
作
成
さ
れ
た
現
在
の
千
里
山
周
辺
の
地
図
に

小
字
を
書
き
込
ま
れ
た
も
の
を
拝
見
す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
事
実

が
浮
か
び
ま
す
。
一
面
に
果
樹
園
や
畑
が
拡
が
っ
て
い
た
千
里

山
に
宅
地
を
造
成
し
、
道
路
を
造
り
電
気
や
水
道
を
引
く
段
階

で
は
勿
論
町
名
な
ど
付
け
ら
れ
る
は
ず
は
な
く
、
電
柱
の
所
在

地
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
唯
一
の
地
名
「
小
字
」
(
土
地

売
買
の
登
記
や
納
税
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
も
の
〉
し
か
使
う

も
の
が
な
か
っ
た
事
は
、
堀
田
氏
の
ご
指
摘
を
受
け
れ
ば
尤
も

と
肯
け
る
の
で
す
が
、
浅
野
さ
ん
も
そ
こ
ま
で
は
気
付
か
な
か

っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

二
.
千
里
山
に
町
名
は
存
在
し
な
か
っ
た

千
里
山
住
宅
販
売
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
若
葉
町
」
、
「
楠

町
」
な
ど
町
名
が
付
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
正
式
に
は

使
わ
れ
ず
昭
和
判
年
代
の
町
名
改
正
ま
で
単
に
吹
田
市
(
大
字
)

千
里
山
に
番
地
が
付
く
だ
け
、
郵
便
配
達
泣
か
せ
で
し
た
。

終
戦
直
前
に
東
・
西
・
南
・
北
の
四
町
会
組
織
が
出
来
、
実

態
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
後
年
ま
で
地
域
の
呼

称
(
戸
籍
や
郵
便
の
宛
名
に
は
使
え
な
い
)
と
し
て
「
南
ノ
三
組
」

な
ど
と
使
っ
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

例
外
と
し
て
、
何
故
か
下
新
田
に
向
か
う
坂
道
の
辺
り
(
千

里
山
の
西
の
端
)
だ
け
に
は
「
桃
園
町
」
、
「
竹
園
町
」
の
町

名
が
定
着
し
て
い
ま
し
た
。

う
事
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
着
目
し
て
、
「
河
田
山
」

を
「
小
字
」
の
場
所
に
限
定
せ
ず
、
「
山
」
と
し
て
、
拡
大
解

釈
を
し
て
見
る
事
に
致
し
ま
し
た
。

次
に
、
佐
井
寺
村
史
の
「
字
瓦
谷
」
の
項
目
を
見
ま
し
た
所

・
河
原
谷
と
も
書
く

-
河
岡
山
の
南
半
分
を
含
む
一
帯

と
、
書
か
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
河
原
谷
も
「
山
」
と
し
て
の

「
河
田
山
」
の
一
部
と
見
倣
し
て
も
差
し
さ
わ
り
が
無
く
、
「
河

田
山
」
の
拡
大
解
釈
を
し
て
も
大
丈
夫
だ
と
の
認
識
を
持
ち
ま

し
た
。更
に
、
佐
井
寺
村
史
に
は
「
名
勝
」
と
し
て
、
愛
宕
山
に
引

き
続
き
河
田
山
と
三
本
松
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

O
河
岡
山
ハ
村
ノ
西
ノ
方
十
五
町
ニ
ア
リ

-
千
里
山
南
隅
ノ
一
端
ニ
位
シ
豊
島
郡
ノ
境
界
ナ
リ

-
此
山
素
ヨ
リ
喋
白
砂
多
ク
交
リ
ノ
禿
山
ニ
シ
テ
、
其
質
至

テ
悪
シ
、
痩
赤
松
屈
シ
テ
用
材
ニ
不
堪
、
庭
樹
盆
栽
ニ
堪

ル
市
巴
。

-
又
松
ノ
木
間
ニ
一
円
榔
踊
ヲ
生
シ
テ
春
花
之
頃
ハ
美
麗
ニ

堪
遊
客
続
々
タ
リ
、
然
レ
ド
モ
村
益
に
不
功
。

-
有
志
之
者
協
議
シ
、
明
治
五
年
ノ
頃
ヨ
リ
開
拓
シ
、
最
早

八
九
分
通
リ
ニ
及
ボ
ス
、
悉
皆
桃
樹
ヲ
培
養
ス
、
該
木
数

凡
二
万
五
千
株
、
両
三
年
前
ヨ
リ
花
畑
漫
ノ
頃
素
ノ
如
ク

遊
客
続
々
タ
リ

O
是
山
ノ
西
ノ
方
ニ
聾
エ
タ
ル
高
峯
ア
リ
三
本
松
ト
云
フ
。

三
.
な
ぜ
豊
津
の
電
柱
に
「
河
岡
山
」
の
プ
レ
ー
ト
が
0
・

千
里
山
駅
か
ら
旧
千
二
小
へ
向
か
う
道
の
両
側
は
「
河
田
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
旧
千
二
小
の
辺
り
か
ら
千
里
山
を
望

む
と
水
源
地
を
最
高
点
と
し
て
山
(
と
い
う
よ
り
は
丘
陵
)
に
成

っ
て
い
ま
す
の
で
「
河
田
」
か
ら
見
え
る
山
と
し
て
「
河
田
山
」

と
い
う
字
名
が
付
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
(
余
談
で
す
が
新

田
村
側
か
ら
は
「
佐
井
寺
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
)
。

「
小
字
」
と
し
て
の
「
河
田
山
」
は
地
図
に
あ
る
と
お
り
レ

ツ
チ
ワ

l
ス
通
り
(
昔
の
本
通
り
)
の
北
側
第
二
噴
水
付
近
迄
、

水
源
地
を
含
む
南
側
は
「
河
原
谷
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

浅
野
さ
ん
は
文
中
で
更
に
南
に
あ
る
、
千
里
山
開
発
以
前
か

ら
桃
の
花
見
で
賑
わ
っ
た
「
玉
里
山
」
、
「
十
八
谷
西
原
」
の

一
帯
も
通
称
「
河
岡
山
」
と
呼
ば
れ
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
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こ
の
後
記
を
書
く
に
当
た
り
浅
野
さ
ん
よ
り
推
測
の
裏
付
け

と
し
て
、
何
冊
も
の
文
献
を
調
べ
ら
れ
た
結
果
を
メ
ー
ル
し
て

頂
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
河
岡
山
」
の
場
所
を
、
佐
井
寺
村
史
(
明
治
十
四
年
)
で

調
べ
て
み
ま
し
た
所
、
「
宇
河
田
山
」
の
項
目
の
と
こ
ろ
で
、

こ
の
場
所
は
、
現
在
の
千
里
山
西
五
丁
目
あ
た
り
だ
と
の
確
認

が
取
れ
ま
し
た
が
、
注
釈
と
し
て
、
佐
井
寺
か
ら
見
て
「
河
田
」

の
向
こ
う
側
の
山
を
、
一
括
し
て
「
河
岡
山
」
と
呼
ん
だ
と
云

-
老
松
三
本
並
立
ツ
故
ニ
三
本
松
ト
称
ス
。

-
此
峯
ヨ
リ
西
南
ヲ
眺
望
ス
レ
ハ
叢
示
モ
眼
ニ
遮
ル
モ
ノ
ナ

シ
、
西
ハ
武
庫
山
六
角
山
甲
山
摩
耶
山
、
南
ハ
淡
山
紀
ノ

加
田
沖
マ
デ
一
目
集
々
ト
シ
テ
見
エ
、
尚
内
海
蒼
祷
ニ
出

没
ス
ル
艇
船
宛
モ
庭
池
ニ
鴎
鳴
ノ
浮
プ
ガ
知
シ
、
眼
下
ノ

砿
野
ノ
春
季
莱
麦
ノ
青
黄
色
一
円
花
藍
鋪
ヲ
シ
キ
タ
陽
段

ト
シ
テ
海
ニ
赫
ク
、
此
潤
景
ヲ
見
レ
パ
浩
然
気
ヲ
自
然
養

フ
ト
シ
カ
云
フ
。

以
上
の
文
章
を
見
た
時
に
は
、
昔
、
三
本
松
が
あ
っ
た
「
玉

里
山
」
も
、
こ
の
文
書
で
は
、
「
山
」
と
し
て
の
「
河
田
山
」

の
一
部
と
見
倣
し
て
お
り
、
「
何
回
山
」
の
範
囲
を
拡
大
解
釈

し
て
も
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
。
と
の
、
確
信
を
得
ま
し
た
。
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「
河
田
山
」
を
こ
の
様
に
捉
え
る
と
、
河
田
山
名
の
電
柱
が
、

豊
津
交
番
前
か
ら
始
ま
り
、
下
の
噴
水
の
手
前
で
終
わ
っ
て
い

る
事
に
、
違
和
感
は
無
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
何
回
山
」
の
電
柱
の
施
設
者
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、

命
名
を
し
た
の
か
、
判
り
ま
せ
ん
が
、
昔
の
事
で
も
あ
り
、
関

西
電
力
に
聞
い
て
も
、
恐
ら
く
、
そ
の
理
由
は
判
ら
な
い
事
と

思

わ

れ

ま

す

。

以

上

編
集
部

奥
田
記


